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戦

時
炭
磯
労
働
事
情
論

ー
筑
豊
炭
山
の
事
例
を
中
心
に
し
て
ー

田

中

直

樹

一二三四

は
　
し
　
が
　
ぎ

炭
磧
労
働
力
の
疲
弊
化

石
炭
増
産
計
画
の
限
界
と
破
綻

む
　
　
す
　
　
び

一

は
　
し
　
が
　
ぎ

　
本
稿
は
、
昭
和
十
二
〔
一
九
三
七
〕
年
七
月
の
日
中
戦
争
勃
発
か
ら
太
平
洋
戦
争
を
経
て
同
二
十
年
八
月
の
敗
戦
に
至
る
戦
時
体
制
下
の
八
年
間
、

「
生
産
力
拡
充
計
画
」
、
「
物
資
動
員
計
画
」
が
実
施
さ
れ
る
過
程
で
、
日
本
石
炭
産
業
が
最
も
腐
心
し
た
炭
磯
労
務
間
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
を
目
途
と
し
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
す
で
に
拙
い
論
稿
を
発
表
し
て
お
り
、
本
稿
は
そ
の
続
き
で
あ
り
補
論
で
も
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
日
本
石
炭
産
業
は
初
発
か
ら
自
然
的
な
稼
行
条
件
の
制
約
と
相
侯
つ
て
、
常
に
多
数
の
坑
夫
を
雇
傭
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ

　
　
　
戦
時
炭
磧
労
働
事
情
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
五
　
　
（
＝
西
一
）



　
　
　
戦
時
炭
磧
労
働
事
情
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
六
　
　
（
一
二
四
二
）

た
。
坑
夫
の
多
く
は
農
村
地
域
か
ら
の
出
身
者
で
占
め
ら
れ
た
が
、
か
れ
ら
の
中
に
は
農
閑
期
を
利
用
し
た
季
節
夫
も
い
た
た
め
、
熟
練
坑
夫
と

し
て
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
つ
た
。

　
昭
和
初
頭
期
の
い
わ
ゆ
る
合
理
化
過
程
で
、
財
閥
系
を
中
心
に
し
た
石
炭
鉱
業
聯
合
会
（
以
下
、
聯
合
会
と
略
称
）
の
加
盟
炭
磯
で
は
技
術
的
に

限
界
が
あ
つ
た
に
し
て
も
そ
れ
な
り
の
成
果
を
収
め
、
本
来
の
熟
練
坑
夫
も
企
業
別
に
蓄
積
さ
れ
始
め
、
そ
の
育
成
も
効
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
つ

（
2
）た
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
前
に
お
け
る
目
本
石
炭
産
業
の
合
理
化
の
波
及
は
昭
和
八
年
頃
で
停
止
し
、
出
炭
能
率
の
急
上
昇
、
坑
夫
数
の
大
幅
な

減
少
、
切
羽
の
集
約
化
、
機
械
採
炭
へ
の
萌
芽
と
い
つ
た
傾
向
は
、
そ
の
後
徐
々
に
後
退
し
、
再
び
切
羽
、
鉱
夫
数
の
増
加
を
以
つ
て
増
産
の
要

請
に
応
え
ざ
る
を
え
な
く
な
つ
て
い
く
。
戦
時
統
制
下
で
は
、
坑
夫
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
最
大
の
関
心
事
と
な
り
技
術
的
な
側
面
へ
の
配
慮

は
全
く
と
云
つ
て
よ
い
ほ
ど
無
視
さ
れ
た
。
無
視
と
云
う
よ
り
そ
れ
へ
の
余
裕
が
無
か
つ
た
と
表
現
し
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
後
に
述
べ
る
よ
う
に
伝
統
的
な
労
働
力
調
達
機
構
は
、
「
職
業
紹
介
法
」
の
改
正
（
昭
和
＋
三
年
四
月
一
日
公
布
、
七
月
一
目
施
行
）
、
「
労
務
者
募
集

規
則
」
（
同
年
六
月
二
＋
九
日
公
布
、
七
月
一
目
施
行
）
、
或
い
は
「
国
家
総
動
員
法
」
（
同
年
四
月
一
日
公
布
）
に
よ
つ
て
坑
夫
募
集
の
活
動
を
大
幅
に
制

約
さ
れ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
国
の
管
掌
の
下
に
労
務
の
需
給
調
整
が
図
ら
れ
、
昭
和
十
四
年
七
月
労
務
動
員
計
画
が
策
定
さ
れ
る
や
、
職
業
紹

介
機
関
は
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
職
業
紹
介
業
務
か
ら
次
第
に
労
務
統
制
の
方
向
へ
移
行
し
て
い
つ
た
。

　
独
自
の
坑
夫
募
集
制
度
を
構
築
し
て
き
た
日
本
石
炭
産
業
は
、
戦
時
労
務
統
制
へ
い
か
に
対
処
し
、
逼
迫
し
た
坑
夫
需
要
を
充
足
し
た
か
、
考

察
の
主
た
る
対
象
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
（
1
）
　
「
戦
時
下
に
於
け
る
炭
鉱
労
働
者
に
つ
い
て
ー
労
働
力
構
成
を
中
心
に
し
て
ー
」
『
慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
紀
要
』
、
第
九
号
、
昭
和
四
十
四
年
三
月
。
「
戦
時

　
　
期
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
雇
傭
状
態
ー
筑
豊
炭
山
の
事
例
を
中
心
に
し
て
ー
」
（
『
近
代
民
衆
の
記
録
』
一
〇
所
収
、
昭
和
五
十
三
年
）
。

　
（
2
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
荻
野
喜
弘
と
共
同
執
筆
「
保
護
鉱
夫
問
題
と
採
炭
機
構
の
合
理
化
－
鉱
夫
労
役
扶
助
規
則
を
中
心
に
し
て
ー
」
（
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
経
済
発
展
』
〔
第
四

　
　
六
回
社
会
経
済
史
学
会
大
会
共
通
論
題
報
告
集
〕
所
収
、
昭
和
五
十
四
年
）
で
私
見
を
述
べ
て
い
る
。



二
　
炭
磧
労
働
力
の
疲
弊
化

　
日
本
石
炭
産
業
の
発
展
過
程
で
、
企
業
は
独
自
の
労
働
力
調
達
機
構
を
形
成
し
て
き
た
。
坑
夫
は
、
直
接
・
間
接
を
問
わ
ず
、
坑
夫
募
集
人
に

よ
つ
て
主
に
貧
農
層
か
ら
調
達
さ
れ
続
け
て
き
た
。
ま
た
、
農
閑
期
を
利
用
し
て
定
期
的
に
炭
磧
へ
出
稼
を
す
る
階
層
が
あ
り
、
か
れ
ら
は
炭
磯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

よ
り
こ
の
募
集
人
と
の
人
間
関
係
の
絆
を
堅
持
し
て
い
た
。
い
ま
、
昭
和
十
年
頃
の
坑
夫
募
集
方
法
を
簡
略
に
示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

炭坑夫募集方法

　
と
こ
ろ
で
、

を
徐
々
に
突
き
崩
し
て
い
つ
た
。

わ
め
て
高
い
炭
磯
へ
深
刻
な
打
撃
を
与
え
始
め
た
。

　
十
二
年
九
月
、
商
工
省
は
聯
合
会
の
答
申
を
基
本
に
し
て
「
石
炭
増
産
需
給
五
ヶ
年
計
画
」
（
昭
和
十
二
年
度
～
同
＋
六
年
度
）
を
策
定
す
る
が
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

会
は
計
画
実
施
に
あ
た
り
「
炭
磯
稼
働
者
補
充
増
員
二
関
ス
ル
陳
情
書
」
を
商
工
大
臣
へ
提
出
し
た
。
す
で
に
そ
こ
に
は
O
朝
鮮
人
労
働
者
の
大
幅

　
　
　
戦
時
炭
磧
労
働
事
情
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
七
　
　
（
二
西
三
）

1
職
業
紹
介
所
利
用

－
直
接
募
集
⊥
藤
鞍
員
出
張
募
集

　
　
　
　
　
　
－
同
右
を
受
け
ざ
る
在
籍
者
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
－
募
集
従
事
者

－
委
託
募
集
I
I
営
利
紹
介
並
周
旋
業
者

　
　
　
　
　
　
ー
其
他
の
仲
介
者

昭
和
十
二
年
夏
以
降
に
お
け
る
戦
線
の
深
化
・
拡
大
は
、
戦
時
諸
立
法
が
制
定
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
、
旧
来
の
労
働
力
調
達
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
戦
時
に
よ
る
労
働
行
政
の
変
容
、
応
召
等
に
よ
る
農
村
労
働
人
口
の
減
少
、
枯
渇
は
、
そ
れ
へ
の
依
存
度
が
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
　
　
　
　
多
　
　
受
－
る
　
［
簸
㍊
碗
鑓
頭
類
似
業
者
の
募
集

ー
縁
故
募
集
l



　
　
　
戦
時
炭
硬
労
働
事
情
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
八
　
　
（
二
西
四
）

な
増
加
、
⇔
保
護
坑
夫
の
雇
傭
制
限
緩
和
、
㊧
就
業
時
間
制
限
の
緩
和
の
案
文
が
見
出
さ
れ
、
そ
の
頃
よ
り
慢
性
的
な
坑
夫
不
足
対
策
へ
の
布
石

　
　
　
（
4
）

が
な
さ
れ
た
。
国
家
の
要
請
に
呼
応
す
べ
く
増
産
体
制
が
敷
か
れ
、
坑
夫
充
足
は
目
を
追
つ
て
焦
眉
の
急
と
な
つ
た
。

　
と
こ
ろ
が
「
改
正
職
業
紹
介
法
」
や
「
労
務
者
募
集
規
則
」
に
よ
つ
て
公
的
機
関
の
制
約
が
加
え
ら
れ
て
い
く
に
し
ろ
、
引
続
き
旧
来
の
方
法

で
坑
夫
不
足
の
解
消
に
あ
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
「
軍
需
労
務
要
員
の
充
足
を
図
る
た
め
に
は
、
国
策
に
順
応
し
た
労
働
力
の
供
給
が
行
わ

れ
る
よ
う
指
導
す
る
必
要
が
あ
つ
た
。
然
し
な
が
ら
職
業
紹
介
機
関
の
現
状
〔
昭
和
十
二
年
頃
〕
は
そ
の
機
構
や
人
員
か
ら
み
て
期
待
で
き
る
体
制

に
な
く
、
殊
に
農
村
地
方
に
お
け
る
職
業
紹
介
所
の
活
動
は
そ
の
分
布
の
不
適
正
、
内
容
の
貧
弱
等
の
理
由
か
ら
、
は
な
は
だ
不
充
分
の
状
態
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

円
滑
な
労
働
力
の
供
給
を
望
む
べ
く
も
な
か
つ
た
」
。
昭
和
十
三
年
四
月
の
改
正
職
業
紹
介
法
以
降
も
こ
の
体
質
を
拭
う
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

し
、
聯
合
会
も
旧
来
の
方
法
に
よ
る
継
続
を
強
く
要
望
し
た
。

　
た
と
え
ば
、
十
五
年
上
期
の
聯
合
会
加
盟
炭
磯
坑
夫
募
集
実
績
（
全
国
）
六
五
、
○
八
七
（
日
本
人
）
人
中
、
職
業
紹
介
所
か
ら
の
採
用
者
数
は
僅

か
に
六
、
六
三
六
（
一
〇
．
二
％
）
人
で
あ
る
。
こ
の
状
況
が
、
そ
の
後
も
続
く
こ
と
は
、
表
1
1
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
其
他

国
内
ニ
テ
募
集
ノ
者
」
（
縁
故
・
紹
介
募
集
）
、
「
募
集
従
事
者
ニ
ヨ
ル
者
」
の
比
重
が
圧
倒
的
に
高
く
、
「
紹
介
所
又
ハ
指
導
所
ニ
ヨ
ル
者
」
の
採
用

者
数
は
、
十
五
年
十
二
月
以
降
増
加
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
太
平
洋
戦
争
開
始
直
前
ま
で
低
い
割
合
で
あ
つ
た
。

　
三
井
三
池
炭
張
の
場
合
、
採
・
運
炭
夫
の
採
用
人
員
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
十
二
年
「
募
集
採
用
人
員
」
一
、
八
〇
五
人
、
「
紹
介
〔
縁
故
〕
採
用
人
員
」
一
、
六
六
七
人
、
十
三
年
三
、
四
二
一
人
・
一
五
四
八
人
、
十
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

年
五
、
〇
七
五
人
・
三
〇
五
七
人
で
、
毎
月
の
「
労
務
者
募
集
状
況
報
告
」
を
一
瞥
す
る
か
ぎ
り
、
表
i
1
と
同
一
傾
向
で
、
職
業
紹
介
所
か
ら

の
採
用
人
員
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
移
動
率
が
非
常
に
高
い
の
が
炭
礁
労
働
力
の
特
質
（
表
1
1
参
照
）
、
で
あ
る
が
、
同
炭
磧
の
場
合
、
坑
夫
在

籍
者
（
昭
和
＋
五
年
）
一
六
、
○
○
○
～
一
七
、
O
O
O
人
中
、
毎
月
九
〇
〇
～
一
、
四
〇
〇
人
が
離
山
し
て
お
り
、
最
低
限
、
解
雇
者
数
相
当
の

坑
夫
を
必
要
と
し
た
が
、
一
般
坑
夫
の
充
当
は
容
易
で
な
か
つ
た
。
緊
要
の
問
題
を
全
面
的
に
、
職
業
紹
介
所
へ
依
存
す
る
こ
と
は
非
現
実
的
で



あ
り
、
ま
た
公
的
機
関
も
そ
れ
だ
け
の
調
達
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
つ
た
。

　
こ
こ
に
、
石
炭
生
産
力
拡
充
計
画
の
遂
行
上
、
朝
鮮
人
労
働
者
、
勤
労
報
国
隊
が
炭
磯
労
働
の
一
翼
を
担
わ
さ
れ
る
に
至
り
、
年
を
経
る
に
従

い
前
者
へ
の
負
担
が
増
し
て
い
つ
た
。
強
制
に
ょ
る
朝
鮮
人
の
労
力
移
入
は
、
「
昭
和
十
四
年
度
労
務
動
員
実
施
計
傾
綱
領
」
（
＋
四
年
七
月
四
日
閣

議
決
定
）
で
第
一
次
分
八
五
、
○
○
○
人
が
目
標
と
さ
れ
る
や
、
同
年
秋
よ
り
朝
鮮
人
坑
夫
が
急
増
L
て
い
つ
た
（
表
1
1
参
照
）
。
朝
鮮
人
は
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

で
に
大
正
中
期
以
降
、
炭
磯
労
働
者
と
し
て
多
数
が
雇
傭
さ
れ
て
お
り
、
関
係
者
の
期
待
も
大
き
か
つ
た
が
任
意
と
強
制
で
は
労
働
の
質
に
差
異

が
あ
り
す
ぎ
た
。

　
勤
労
報
国
隊
（
短
期
労
働
者
）
は
、
「
国
民
勤
労
報
国
協
力
令
」
（
昭
和
＋
六
年
十
一
月
二
十
二
目
公
布
）
の
施
行
以
降
、
本
格
的
に
炭
山
へ
雇
傭
さ

れ
る
が
、
す
で
に
そ
れ
以
前
か
ら
「
冬
季
鉱
山
勤
労
報
国
隊
」
、
「
夏
季
鉱
山
勤
労
報
国
隊
」
と
し
て
試
傭
さ
れ
て
い
た
。

　
十
六
年
上
期
聯
合
会
加
盟
炭
磯
（
筑
豊
）
に
お
け
る
坑
夫
募
集
計
画
は
、
「
内
地
農
漁
村
ヨ
リ
募
集
予
定
ノ
者
」
二
五
、
六
三
四
人
、
「
都
市
転

業
者
ヨ
リ
募
集
予
定
ノ
者
」
五
、
六
七
九
人
、
「
朝
鮮
ヨ
リ
移
入
予
定
ノ
者
」
六
、
五
五
〇
人
、
合
計
三
七
、
八
六
三
人
で
あ
つ
た
。
上
期
の
雇
入

実
績
は
三
三
、
一
二
二
人
で
、
そ
の
内
訳
は
、
一
般
一
七
、
一
七
〇
（
五
一
・
八
％
）
人
、
短
期
九
、
一
四
四
（
二
七
．
六
％
）
人
、
朝
鮮
人
六
、
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

○
八
（
二
〇
・
六
％
）
人
と
な
つ
て
い
る
。
坑
夫
の
充
足
率
（
朝
鮮
人
を
除
く
）
は
八
四
％
で
あ
つ
た
が
、
勤
労
報
国
隊
は
も
は
や
不
可
欠
の
存
在
と

な
つ
た
。
昭
和
十
六
年
一
月
～
同
年
三
月
に
か
け
て
、
十
五
年
度
の
石
炭
生
産
目
標
五
、
八
○
○
万
噸
を
達
成
す
べ
く
「
全
国
石
炭
増
産
強
調
期

間
」
が
実
施
さ
れ
る
中
で
炭
磧
労
務
へ
特
に
力
点
が
置
か
れ
、
ま
た
短
期
日
と
は
云
え
勤
労
報
国
隊
が
果
し
た
役
割
は
大
き
か
つ
た
。
た
と
え
ぽ

聯
合
会
第
四
回
労
務
担
当
会
議
（
＋
六
年
五
月
）
で
は
、
か
れ
ら
を
評
価
し
次
回
の
増
産
運
動
に
は
再
雇
傭
、
期
間
の
延
長
を
上
申
し
て
い
る
。
昭

和
十
五
年
十
二
月
～
同
十
六
年
三
月
に
お
け
る
「
紹
介
所
又
ハ
指
導
所
ニ
ヨ
ル
者
」
が
急
増
し
て
い
る
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
（
表
1
1
参
照
）
。

　
質
的
に
比
較
的
優
良
な
坑
夫
を
擁
し
て
き
た
三
池
炭
磯
も
、
「
各
月
共
一
千
名
乃
至
二
千
名
ノ
不
足
ヲ
示
シ
減
産
ノ
最
大
原
因
」
か
ら
十
七
年

七
月
以
降
、
短
期
労
働
者
、
朝
鮮
人
労
働
者
の
比
重
を
増
し
て
い
つ
た
が
、
こ
の
時
期
で
の
か
れ
ら
の
雇
傭
は
他
の
炭
磯
に
較
べ
て
最
も
遅
い
と

　
　
　
戦
時
炭
硬
労
働
事
情
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
九
　
　
（
＝
西
五
）



　
　
　
戦
時
炭
磧
労
働
事
情
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
　
　
　
（
一
二
四
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

い
え
よ
う
。
同
炭
磧
で
の
十
七
年
七
月
～
同
年
十
二
月
に
お
け
る
所
要
人
員
充
足
計
画
数
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
縁
故
・
紹
介
・
直
入
九
〇
〇
人
、
国
民
指
導
所
紹
介
六
〇
〇
人
、
勤
労
報
国
隊
二
、
○
○
○
人
、
朝
鮮
人
一
、
五
〇
〇
人
。

　
表
1
2
は
、
明
治
平
山
第
五
坑
に
お
け
る
「
職
種
別
坑
夫
雇
入
人
員
表
」
で
あ
る
。
第
五
坑
の
み
の
集
計
で
明
治
平
山
炭
蕨
の
全
容
を
判
断
す

る
こ
と
は
早
計
で
あ
り
、
他
坑
（
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
六
坑
）
の
『
労
務
員
移
動
簿
』
を
も
分
析
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
大
方
の
動
向
を
推

察
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
昭
和
十
六
年
と
り
わ
け
十
七
年
以
降
、
坑
内
作
業
の
主
力
に
朝
鮮
人
、
勤
労
報
国
隊
が
雇
傭
さ
れ
た
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
『
労
務
員
移
動
簿
』
に
よ
る
と
勤
労
報
国
隊
の
出
身
地
は
、
近
隣
地
帯
だ
け
で
な
く
、
西
日
本
各
県
に
及
ん
で
お
り
、
農
村
地
域
ぼ

か
り
か
、
商
業
、
工
業
地
域
か
ら
も
供
出
さ
れ
て
い
る
。

　
勤
労
報
国
隊
は
当
初
に
お
い
て
こ
そ
「
時
局
ヲ
認
識
シ
稼
働
状
況
其
他
ノ
成
績
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ
」
と
期
待
さ
れ
は
し
た
が
、
あ
く
ま
で
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

時
夫
で
あ
り
未
熟
練
者
で
か
つ
非
能
率
な
こ
と
か
ら
、
関
係
者
の
関
心
事
は
一
般
坑
夫
の
雇
用
増
大
に
あ
つ
た
。
一
般
坑
夫
の
増
員
が
き
わ
め
て

困
難
で
勤
労
報
国
隊
も
能
率
の
点
で
期
待
薄
の
た
め
、
坑
夫
増
員
の
対
象
は
朝
鮮
人
へ
向
け
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
或
る
炭
蕨
の
幹
部
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
「
現
在
〔
十
七
年
十
一
月
〕
最
も
能
率
向
上
の
妨
げ
と
な
つ
て
お
る
の
は
勤
労
報
国
隊
制
度
で
あ
り
ま
す
が
、
之
が
対
策
と
い
た

し
ま
し
て
は
定
住
労
務
者
の
増
加
、
昨
今
は
朝
鮮
人
に
ょ
る
外
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
朝
鮮
人
を
少
々
増
加
し
て
、
報
国
隊
は
雑
役
の
加
勢
に
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

わ
し
度
い
と
思
つ
て
お
り
ま
す
」
。

　
図
1
1
は
、
三
菱
飯
塚
磯
業
所
で
の
在
籍
坑
夫
調
査
表
で
あ
る
が
、
朝
鮮
人
坑
夫
の
存
在
が
い
か
に
大
き
か
つ
た
か
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

地
域
あ
る
い
は
個
別
炭
蕨
に
よ
つ
て
労
働
力
構
成
は
か
な
り
の
差
異
が
み
ら
れ
る
が
、
三
菱
飯
塚
磧
業
所
の
場
合
、
朝
鮮
人
坑
夫
の
比
重
は
非
常

に
高
か
つ
た
。
三
菱
筑
豊
磯
業
所
（
新
入
、
鯨
田
、
方
城
、
上
山
田
）
で
も
す
で
に
十
六
年
十
月
現
在
、
朝
鮮
人
坑
夫
は
約
二
、
二
〇
〇
人
在
籍
し
、

坑
内
夫
に
対
す
る
割
合
は
二
九
％
に
達
し
て
お
り
、
聯
合
会
（
筑
豊
）
分
平
均
一
八
・
三
％
を
か
な
り
上
回
つ
て
い
る
。
三
菱
飯
塚
磯
業
所
で
は
、

十
九
年
九
月
、
六
三
％
（
坑
内
夫
比
）
の
高
率
を
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
強
制
的
に
炭
山
へ
送
り
込
ま
れ
た
朝
鮮
人
全
て
が
坑
内
労
働
に
適
格



で
あ
つ
た
か
は
別
問
題
で
、
表
t
3
の
朝
鮮
人
逃
亡
者
数
が
そ
の
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

　
昭
和
十
九
年
に
お
け
る
南
樺
太
か
ら
の
労
務
転
換
（
明
治
平
山
の
場
合
、
朝
鮮
人
）
、
工
場
勤
労
者
の
配
置
転
換
、
あ
る
い
は
挺
身
隊
勤
労
学
徒
等

等
の
雇
入
は
、
炭
磧
で
の
労
働
力
構
成
を
よ
り
一
層
複
雑
な
も
の
と
し
た
〔
表
i
2
参
照
〕
。
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
石
炭
の
生
産
量
は
、
昭
和
十

五
年
度
を
境
に
停
滞
・
減
産
へ
向
い
、
十
九
年
度
に
至
り
破
綻
を
ぎ
た
す
が
、
取
り
も
直
さ
ず
そ
れ
は
炭
磯
労
働
力
の
疲
弊
化
に
あ
つ
た
。

　
な
お
、
保
護
坑
夫
（
主
に
女
子
坑
夫
）
は
、
十
四
年
八
月
鉱
夫
労
役
扶
助
規
則
の
特
例
制
定
以
後
、
坑
内
労
働
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
が
（
＋
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

九
月
末
）
福
岡
県
内
で
の
坑
内
作
業
に
占
め
る
割
合
は
平
均
六
・
六
五
％
で
あ
る
。
。
女
子
坑
内
夫
は
炭
磯
に
よ
つ
て
差
異
が
あ
り
、
概
し
て
中

規
模
以
下
の
炭
磯
に
多
い
。
ち
な
み
に
明
治
平
山
一
二
人
（
○
．
八
六
％
）
、
三
菱
飯
塚
七
〇
人
（
二
．
六
％
）
、
同
上
山
田
二
四
（
○
・
八
六
％
）
人
、

同
総
田
二
一
（
O
．
六
九
％
）
人
で
、
そ
の
人
数
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

　
（
1
）
河
島
幸
助
「
農
山
村
出
身
者
の
出
稼
と
炭
畷
労
働
事
情
（
下
）
」
『
職
業
紹
介
』
第
三
巻
第
四
号
、
昭
和
十
年
四
月
、
四
六
頁
。

　
（
2
）
　
日
中
戦
争
勃
発
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
は
次
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
「
事
変
ノ
直
接
ノ
影
響
ヲ
見
ル
ニ
応
召
鉱
夫
数
ハ
在
籍
鉱
夫
数
二
対
比
シ
爾
ク
多
数
二
上
ル
モ
ノ
ト
ハ
謂
ヒ
得
ザ
ル
ベ
キ
壬
応
召
者
ハ
概
ネ
身
体
強
健
技
能
優
秀
ナ
ル
鉱
夫
ノ
中

　
　
堅
層
ヲ
形
成
ス
ル
者
ニ
シ
テ
其
ノ
退
山
ハ
炭
磧
ノ
生
産
能
力
ヲ
減
少
セ
シ
ム
ル
コ
ト
　
カ
ラ
ズ
随
テ
仮
二
炭
磯
二
於
テ
応
召
者
数
ダ
ケ
ノ
新
規
鉱
夫
ヲ
得
タ
リ
ト
ス
ル
モ
到
底
従
前

　
　
ノ
生
産
能
力
ヲ
回
復
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
ハ
明
ニ
シ
テ
此
ノ
点
ハ
特
二
注
意
セ
ラ
ル
ベ
キ
所
二
属
ス
　
次
二
事
変
ノ
間
接
ノ
影
響
ト
シ
テ
応
召
者
ノ
続
出
二
伴
ヒ
一
般
鉱
夫
中
二
応

　
　
召
者
ノ
送
別
会
、
歓
送
等
ノ
為
欠
勤
ス
ル
者
ヲ
生
ジ
又
ハ
家
事
整
理
ノ
為
帰
省
ス
ル
者
ヲ
生
ズ
ル
等
出
勤
率
及
作
業
能
率
低
下
ヲ
招
来
シ
タ
ル
コ
ト
舷
二
重
工
業
殊
二
軍
需
工
業
ノ

　
　
活
況
ヲ
呈
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
為
軍
需
工
場
へ
吸
収
セ
ラ
ル
ル
労
働
者
ノ
激
増
ヲ
見
タ
ル
コ
ト
ヲ
挙
グ
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
　
斯
ク
シ
テ
炭
磯
二
於
ケ
ル
労
働
力
ノ
不
足
ハ
目
ヲ
逐
ウ
テ

　
　
甚
シ
キ
ヲ
如
ヘ
ッ
ツ
ア
リ
而
モ
炭
磯
二
於
ケ
ル
現
在
生
産
力
維
持
ノ
為
不
足
シ
居
ル
労
働
者
数
ハ
大
炭
磧
（
調
査
炭
硬
数
四
八
）
一
一
、
三
九
〇
名
、
中
炭
磯
（
調
査
炭
磧
数
三

　
　
五
）
三
、
九
四
一
名
、
小
炭
磧
（
調
査
炭
磧
数
七
七
）
二
、
三
五
九
名
ニ
シ
テ
其
ノ
必
要
労
働
者
数
二
対
ス
ル
不
足
率
ハ
大
炭
磧
一
〇
％
、
中
炭
磧
二
〇
％
、
小
炭
磧
二
六
％
、

　
　
ナ
ル
ヲ
以
テ
労
働
者
ノ
不
足
二
悩
ム
程
度
ハ
小
規
模
ノ
炭
磧
ト
ナ
ル
ニ
従
ヒ
甚
シ
キ
モ
ノ
ト
謂
フ
ベ
ク
各
炭
碩
二
於
テ
ハ
募
集
費
ノ
増
額
募
集
地
域
ノ
拡
大
其
他
ア
ラ
ユ
ル
方
法
ヲ

　
　
講
ジ
テ
労
働
者
ノ
募
集
二
狂
奔
シ
ツ
ツ
ア
ル
モ
従
来
主
要
ナ
ル
労
働
力
ノ
供
給
地
タ
リ
シ
農
村
自
体
二
於
テ
モ
多
数
ノ
応
召
者
ヲ
出
シ
余
剰
労
働
力
ヲ
存
セ
ザ
ル
ニ
至
リ
タ
ル
為

　
　
此
ノ
方
面
ヨ
リ
ノ
労
働
力
補
充
ハ
次
第
二
大
ナ
ル
期
待
ヲ
カ
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
コ
ト
ト
為
レ
リ
」
（
福
岡
鉱
山
監
督
局
『
支
那
事
変
ノ
五
炭
操
業
二
及
ボ
セ
ル
影
響
』
昭
和
十
二
年

　
　
九
月
）
。

　
（
3
）
聯
合
会
は
、
石
炭
供
給
五
ケ
年
計
画
の
実
施
に
あ
た
り
、
昭
和
十
六
年
度
ま
で
応
召
に
よ
る
欠
員
補
充
と
は
別
に
、
次
の
補
充
所
要
人
員
を
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　
戦
時
炭
磧
労
働
事
情
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
一
　
　
（
＝
西
七
）



戦
時
炭
磯
労
働
事
情
論

四
〇
二

（
二
一
四
八
）

　
　
技
術
員
五
、
四
五
七
人
、
事
務
員
三
、
一
〇
三
人
、
炭
坑
夫
一
二
二
、
七
八
○
人
。
ち
な
み
に
、
十
二
年
十
月
末
現
在
の
応
召
者
数
は
、
聯
合
会
九
州
関
係
分
で
六
、
一
七
二
人

　
（
筑
豊
四
、
二
一
八
人
、
肥
筑
七
一
四
人
、
推
薦
一
、
二
四
〇
人
）
で
あ
る
。

　
　
な
お
、
聯
合
会
加
盟
炭
畷
（
九
州
関
係
分
）
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
筑
豊
⊥
二
菱
、
貝
島
、
三
井
、
明
治
、
嘉
穂
、
麻
生
、
九
州
、
古
河
、
大
正
、
住
友
、
蔵
内
、
中
津
原
、
東
邦
。
肥
筑
ー
明
治
、
粕
屋
、
矢
岳
、
杵
島
、
大
鶴
、
住
友
、
亀
山
、

松
浦
、
三
菱
。
推
薦
評
議
員
炭
濃
－
三
池
、
松
島
、
岩
屋
、
崎
戸
、
高
島
。
詳
細
は
『
石
炭
〔
鉱
業
〕
聯
合
会
議
事
録
』
（
自
昭
和
十
二
年
一
月
至
昭
和
十
三
年
十
一
月
）
を
参
照

　
さ
れ
た
い
。

（
4
）
　
こ
の
意
味
で
、
聯
合
会
常
務
理
事
茂
野
吉
之
助
が
、
十
二
年
十
月
六
目
付
で
会
員
へ
発
し
た
「
商
工
省
へ
提
出
資
料
調
査
御
依
頼
ノ
件
」
は
注
目
に
値
す
る
。

　
　
　
　
「
鉱
夫
補
充
問
題
二
関
シ
去
二
目
内
務
省
社
会
局
二
於
テ
鉱
山
監
督
局
長
会
議
ヲ
開
催
協
議
ノ
結
果
就
業
時
間
ノ
延
長
ハ
実
現
サ
ル
X
コ
ト
』
ナ
ル
模
様
ナ
ル
モ
其
他
ノ
保

　
　
　
護
鉱
夫
坑
内
並
二
深
夜
就
業
ノ
緩
和
及
半
島
人
移
入
問
題
二
関
シ
テ
ハ
社
会
局
ハ
依
然
ト
シ
テ
未
ダ
ソ
コ
迄
問
題
切
迫
シ
居
ラ
ズ
ト
ノ
見
解
ノ
下
二
早
急
ノ
実
現
至
難
ノ
様
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
　
ニ
有
之
候
二
就
テ
ハ
鉱
山
局
ト
シ
テ
ハ
今
後
ノ
個
々
ノ
問
題
二
関
シ
具
体
的
二
社
会
局
ト
折
衝
ヲ
継
続
ス
ル
方
針
二
有
之
－
…
商
工
省
ト
シ
テ
ハ
右
資
料
〔
省
略
〕
ヲ
以
テ
社

　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
．
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
　
会
局
計
画
ノ
職
業
紹
介
所
利
用
制
度
ヲ
打
破
シ
、
自
由
募
集
制
ノ
已
ム
ナ
キ
ヲ
主
張
セ
ン
ト
ス
ル
意
図
二
有
之
」
（
『
石
炭
〔
鉱
業
〕
聯
合
会
関
係
〔
書
類
〕
』
（
自
昭
和
十
二
年

　
　
　
七
月
至
昭
和
十
二
年
十
二
月
、
傍
点
筆
者
）
。

（
5
）
　
労
働
省
『
労
働
行
政
史
』
（
第
一
巻
）
、
昭
和
三
十
六
年
、
六
三
九
頁
。

　
　
職
業
紹
介
所
が
労
働
需
要
に
対
処
で
き
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
一
人
は
次
の
よ
う
に
語
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
「
昭
和
十
三
年
中
に
於
け
る
〔
福
岡
県
下
〕
労
務
者
求
人
の
総
計
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
九
八
、
七
一
四
人
と
云
ふ
事
に
な
つ
て
居
り
ま
す
。
そ
の
内
実
際
就
職
致
し
ま
し

　
　
　
た
者
が
三
六
％
で
三
六
、
〇
七
六
人
と
云
ふ
様
な
誠
に
貧
弱
な
数
字
に
な
つ
て
居
り
ま
す
。
残
余
の
六
割
余
は
結
局
職
業
紹
介
機
関
に
依
つ
て
は
満
足
を
得
な
か
つ
た
と
云
ふ

　
　
　
事
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
勿
論
此
の
外
の
方
法
に
よ
つ
て
実
際
労
務
に
就
い
て
居
る
者
も
多
数
有
る
訳
で
あ
り
ま
す
ス
協
調
会
福
岡
支
所
『
農
村
と
鉱
工
業
と
の
関
係
－
労

　
　
　
務
関
係
を
中
心
に
し
て
ー
』
、
昭
和
十
四
年
、
二
頁
）
。

（
6
）
　
た
と
え
ば
、
「
石
炭
山
鉱
夫
ノ
移
動
防
止
、
国
民
登
録
、
賃
金
規
制
並
二
募
集
二
関
ス
ル
陳
情
書
」
（
昭
和
十
三
年
八
月
三
十
一
目
）
、
「
労
務
懇
談
会
」
（
同
年
九
月
二
十
七
、

　
二
十
八
目
）
に
お
け
る
聯
合
会
の
要
請
を
指
摘
で
き
よ
う
。

（
7
）
　
『
三
池
鉱
業
所
沿
革
史
』
（
第
七
巻
、
労
務
課
二
）
、
別
紙
第
四
【
号
。
参
考
の
た
め
に
、
「
昭
和
十
四
年
八
月
分
労
務
者
募
集
状
況
報
告
」
を
掲
げ
て
お
く
〔
後
掲
〕
。

（
8
）
　
『
石
炭
〔
鉱
業
〕
聯
合
会
理
事
会
報
告
』
（
自
昭
和
十
六
年
一
月
至
昭
和
十
七
年
一
月
）
。

（
9
）
　
『
鉱
山
監
督
局
往
復
』
（
自
昭
和
十
七
年
五
月
至
昭
和
十
七
年
十
二
月
）
。

　
　
な
お
、
同
炭
磧
は
十
七
年
七
月
十
目
、
福
岡
鉱
山
監
督
局
へ
提
出
の
「
石
炭
山
減
産
対
策
協
議
会
参
考
資
料
」
中
、
応
召
者
数
迄
の
縁
故
募
集
の
許
可
を
要
望
し
て
い
る
。

　
　
「
現
在
応
召
者
ハ
ニ
千
六
百
九
十
七
名
ニ
シ
テ
而
モ
之
等
ノ
者
ハ
農
村
出
身
ノ
優
良
労
務
者
ニ
シ
テ
坑
内
ノ
第
一
線
二
於
テ
中
堅
労
務
者
ト
シ
テ
稼
働
シ
居
リ
タ
ル
者
ナ
リ
之

　
等
坑
内
第
一
線
二
於
ケ
ル
中
堅
従
業
員
ノ
補
充
対
策
ト
シ
テ
応
召
者
数
迄
農
村
ヨ
リ
ノ
縁
故
募
集
ノ
許
可
ヲ
願
度
シ
　
農
村
二
於
テ
モ
食
糧
増
産
ノ
点
ヨ
リ
種
々
困
難
ア
ル
モ
ノ
ト



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
予
想
セ
ラ
ル
X
モ
之
二
対
シ
テ
ハ
都
市
中
小
商
工
業
者
或
ハ
半
島
人
ヲ
以
テ
充
足
ス
レ
パ
可
ナ
ラ
ン
」
（
傍
点
筆
者
）
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
以
前
か
ら
炭
硬
関
係
者
の
願
望
で
あ

　
り
、
胸
中
を
吐
露
し
て
い
る
。

（
1
0
）
　
た
と
え
ば
、
第
四
回
行
政
査
察
（
昭
和
十
八
年
十
二
月
十
六
日
）
で
の
三
菱
飯
塚
炭
磧
の
関
係
者
は
次
の
よ
う
に
語
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
「
（
十
八
年
）
十
一
月
迄
の
出
炭
欠
減
量
約
一
四
、
O
O
O
聴
を
補
ひ
指
令
出
炭
確
保
の
為
能
率
を
在
籍
一
人
一
ケ
月
当
一
三
聴
と
す
る
も
直
ち
に
約
四
〇
〇
名
の
増
員
を

　
　
要
す
る
現
状
な
り
而
し
て
当
坑
は
半
島
人
の
内
地
人
に
対
す
る
比
率
が
略
々
飽
和
点
に
達
し
居
る
と
思
は
る
』
に
付
こ
の
四
〇
〇
名
の
増
員
は
能
ふ
限
り
内
地
人
定
着
労
務
に

　
　
て
充
足
さ
れ
度
き
も
の
と
思
ふ
。
年
を
逐
ふ
て
出
炭
能
率
が
低
下
し
居
る
は
切
羽
状
況
、
資
材
状
況
に
も
よ
る
が
又
一
面
応
召
等
に
よ
る
内
地
人
中
堅
労
務
者
の
減
少
を
勤
報

　
　
隊
、
半
島
人
等
の
不
熟
練
者
乃
至
は
低
質
者
に
よ
つ
て
補
充
す
る
の
外
な
き
に
よ
り
労
務
の
量
は
増
し
て
も
質
の
低
下
が
そ
れ
以
上
な
る
為
な
り
。
こ
の
局
面
を
打
開
す
る
為
に

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
は
是
非
共
内
地
人
定
着
労
務
者
の
確
保
を
要
す
る
次
第
な
り
」
（
三
菱
鉱
業
株
式
会
社
飯
塚
磧
業
所
『
国
家
要
請
に
伴
ふ
強
行
出
炭
資
料
』
〈
自
昭
和
十
七
年
至
昭
和
二
十
年
V
）
。

（
1
1
）
全
社
場
所
長
会
議
で
の
三
菱
飯
塚
炭
磯
渡
辺
所
長
の
説
明
。
麓
三
郎
『
三
菱
飯
塚
炭
磧
史
』
、
昭
和
三
十
六
年
、
一
六
六
頁
。

（
12
）
運
輸
省
鉄
道
総
局
総
務
局
『
石
炭
鉱
業
の
展
望
』
昭
和
二
十
二
年
、
一
二
八
頁
。

三
　
石
炭
増
産
計
画
の
限
界
と
破
綻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
昭
和
十
二
〔
一
九
三
七
〕
年
九
月
、
商
工
省
は
、
聯
合
会
か
ら
の
答
申
書
「
石
炭
供
給
五
箇
年
計
画
」
を
基
礎
に
十
二
年
度
以
降
十
六
年
度
迄
の
石

炭
増
産
計
画
を
策
定
し
た
。

　
こ
こ
に
石
炭
の
国
家
統
制
へ
の
第
一
歩
が
始
ま
る
が
、
増
産
計
画
の
達
成
に
は
必
要
な
人
的
及
物
的
基
盤
の
安
定
性
が
前
提
と
さ
れ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　
周
知
の
よ
う
に
十
五
年
度
の
石
炭
生
産
量
は
、
五
、
七
〇
〇
万
（
目
標
五
、
八
○
○
万
）
噸
と
日
本
石
炭
産
業
史
上
、
最
高
の
実
績
を
残
し
た
が
・

戦
争
の
長
期
化
は
、
す
で
に
石
炭
需
給
の
不
均
衡
を
生
じ
さ
せ
て
お
り
、
徐
々
に
日
本
石
炭
産
業
の
脆
弱
性
を
露
呈
さ
せ
て
い
つ
た
。
増
産
計
画
当

初
か
ら
危
惧
さ
れ
て
い
た
「
労
働
者
ノ
応
召
ニ
ヨ
ル
極
度
ノ
能
率
低
下
並
二
補
充
難
及
機
械
納
入
遅
延
」
は
、
増
産
の
陰
路
と
な
り
、
こ
の
こ
と
は

年
を
逐
つ
て
深
刻
化
し
計
画
を
次
第
に
狂
わ
し
て
い
つ
た
。
こ
の
意
味
で
十
五
年
度
の
実
績
は
、
す
で
に
石
炭
生
産
力
の
限
界
を
示
し
て
い
た
。

　
政
府
は
十
五
〔
一
九
四
〇
〕
年
度
の
石
炭
生
産
目
標
の
達
成
が
懸
念
さ
れ
た
十
五
年
末
、
「
石
炭
増
産
強
調
期
間
」
（
＋
六
年
一
月
一
日
～
同
年
三
月
三

　
　
　
戦
時
炭
硬
労
働
事
情
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
三
　
　
（
二
西
九
）



　
　
　
戦
時
炭
磯
労
働
事
情
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
四
　
　
（
一
二
五
〇
）

＋
一
日
）
を
設
定
し
、
増
産
運
動
の
期
間
中
、
次
の
事
項
が
特
別
配
慮
・
援
助
さ
れ
た
。

　
　
　
「
第
一
、
給
与
に
関
す
る
措
置
－
労
務
者
の
勤
続
奨
励
拉
に
稼
働
率
、
能
率
等
の
向
上
の
為
給
与
の
特
別
考
慮
　
第
二
、
労
務
者
年
金
保
険
制
度
上
の
特
別

　
　
考
慮
　
ω
坑
内
労
務
者
勤
続
期
間
の
特
別
考
慮
、
＠
従
前
勤
続
期
間
を
加
味
加
算
、
の
一
定
磯
山
勤
続
者
の
優
遇
　
第
三
、
表
彰
制
度
ー
鉱
山
労
務
者
の
国
家

　
　
的
名
誉
顕
彰
の
急
速
実
施
　
第
四
、
生
必
物
資
の
確
保
供
給
に
特
別
考
慮
を
払
う
こ
と
　
第
五
、
労
務
者
住
宅
用
資
材
拉
に
労
力
の
供
給
　
第
六
、
特
殊
用
炭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
磯
労
務
者
確
保
の
特
別
考
慮
拉
に
農
閑
期
労
務
及
転
廃
業
者
の
積
極
的
募
集
に
就
き
関
係
庁
の
石
炭
重
点
主
義
強
調
」
。

　
十
五
年
度
第
四
・
四
半
期
の
場
合
、
特
に
労
務
間
題
に
力
点
が
置
か
れ
、
こ
の
運
動
以
降
も
、
逐
次
連
続
的
に
増
産
運
動
が
繰
返
え
さ
れ
た

（
表
1
4
参
照
）
。
先
の
運
動
は
あ
る
程
度
効
を
奏
し
、
目
標
額
に
近
い
成
績
を
あ
げ
た
と
は
云
え
、
坑
夫
の
充
足
に
関
し
て
は
再
検
討
を
迫
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
ほ
ど
深
刻
な
問
題
と
な
つ
た
。
事
態
を
重
視
し
た
企
画
院
は
各
鉱
山
監
督
局
へ
鉱
山
労
務
の
根
本
対
策
に
関
す
る
答
申
方
を
要
請
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ま
た
十
六
年
八
月
聯
合
会
は
、
目
本
金
属
鉱
業
聯
合
会
と
共
同
で
「
鉱
山
労
務
根
本
対
策
意
見
書
」
を
政
府
へ
提
出
し
、
懸
案
事
項
の
解
決
を
迫

つ
た
。

　
昭
和
十
六
年
十
月
、
三
菱
鉱
業
の
或
る
幹
部
は
筑
豊
磯
業
所
を
訪
れ
次
の
よ
う
な
訓
辞
を
な
し
従
業
員
を
督
励
し
て
い
る
。
「
出
炭
不
振
ノ
主
ナ

ル
理
由
ハ
第
一
労
力
ノ
不
足
二
依
ル
ガ
夫
ニ
シ
テ
モ
本
年
五
月
以
降
ノ
出
炭
実
績
ヲ
指
数
（
五
月
ヲ
一
〇
〇
ト
ス
）
二
就
テ
見
ル
ニ
筑
豊
ノ
大
手
筋

平
均
八
二
以
上
ナ
ル
ニ
対
シ
当
所
平
均
七
ニ
デ
又
能
率
ノ
点
カ
ラ
言
ツ
テ
モ
当
所
在
籍
一
人
一
ケ
月
出
炭
平
均
事
変
前
ハ
ニ
四
～
二
五
醜
デ
ア
グ

タ
モ
ノ
ガ
最
近
ハ
一
六
～
一
七
薩
ト
ナ
リ
甚
ダ
遺
憾
デ
」
、
業
績
の
回
復
を
計
る
に
は
「
O
上
下
一
致
ノ
覚
悟
ガ
必
要
デ
ア
ル
　
⇔
人
ヲ
集
メ
ル
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

絶
対
的
問
題
デ
ア
ル
㊧
経
済
的
関
係
ヲ
色
々
研
究
調
査
シ
テ
能
率
ノ
向
上
二
資
セ
ヨ
㊨
命
令
系
統
ノ
一
貫
〔
ガ
必
要
〕
」
と
説
い
た
。

　
戦
争
が
長
期
化
し
、
し
か
も
戦
局
が
不
利
に
な
る
や
実
質
が
と
も
な
わ
な
い
増
産
運
動
は
次
第
に
行
き
詰
つ
て
い
つ
た
。
「
相
つ
ぐ
増
産
運
動

の
鞭
で
、
こ
れ
ま
で
年
聞
五
、
五
〇
〇
万
噸
前
後
の
生
産
が
辛
く
も
保
た
れ
て
は
き
た
が
、
増
産
運
動
自
体
に
も
矛
盾
を
孕
ん
で
い
た
。
そ
れ
は

第
一
、
増
産
期
間
中
に
増
産
さ
れ
て
も
そ
れ
が
終
る
と
忽
ち
生
産
が
落
ち
る
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
未
熟
練
労
務
者
（
勤
労
報
国
隊
や
朝
鮮
人
）

の
増
大
は
炭
膿
夫
一
人
当
り
の
年
問
出
炭
能
率
の
低
下
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
生
産
割
当
量
の
達
成
を
急
ぐ
の
あ
ま
り
、
坑
道
掘
進
や
採
炭
後



の
整
備
が
犠
牲
に
さ
れ
て
乱
掘
に
走
り
、
増
産
期
間
後
に
改
め
て
掘
進
を
慌
て
ね
ば
な
ら
ぬ
た
め
、
期
間
後
の
出
炭
が
極
度
に
落
ち
た
。
そ
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

い
う
の
も
、
積
年
の
無
理
矢
理
増
産
の
た
め
、
炭
鉱
自
体
の
疲
労
が
急
に
こ
の
頃
〔
十
七
年
上
期
〕
に
な
る
と
一
般
に
目
立
ち
始
め
た
の
で
あ
る
」
。

　
三
井
三
池
炭
磧
は
、
十
七
年
七
月
二
十
日
開
催
（
於
福
岡
市
）
の
「
石
炭
山
減
産
予
防
対
策
協
議
会
」
で
、
「
今
後
ノ
対
策
及
要
望
事
項
」
と
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

て
次
の
点
を
摘
記
し
て
い
る
。

　
　
O
労
務
者
の
確
保
1
ω
社
宅
寄
宿
舎
の
増
設
、
＠
通
勤
電
車
運
転
の
促
進
、
の
応
召
者
数
迄
の
縁
故
募
集
の
許
可
、
◎
賃
金
統
制
令
の
適
正
化
、
㈹
従
業
員

　
　
の
技
術
訓
練
、
＠
保
安
の
確
立
、
㊦
労
務
者
の
適
正
配
置
、
㈱
労
務
者
生
活
必
需
品
ノ
増
配
　
⇔
資
材
の
確
保
ー
、
④
機
械
品
に
対
す
る
資
材
、
＠
排
水
設
備

　
　
資
材
、
の
通
気
用
竪
坑
開
墾
資
材
。

　
悪
条
件
の
累
積
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
五
年
度
以
降
、
石
炭
生
産
は
多
少
の
減
少
を
み
た
が
、
十
八
年
度
迄
は
む
し
ろ
驚
異
と
も
い
え
る
目
標

達
成
率
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
十
六
年
度
五
、
五
〇
〇
万
噸
（
目
標
五
、
九
〇
〇
万
噸
）
、
十
七
年
度
五
、
四
〇
〇
万
噸
（
同
五
、
七
〇
〇
万
噸
）
、
十

八
年
度
五
、
五
〇
〇
万
噸
（
同
五
、
六
〇
〇
万
噸
）
で
、
と
り
わ
け
二
八
年
度
第
四
・
四
半
期
の
生
産
は
一
、
五
三
四
万
噸
と
い
う
戦
時
中
の
最

高
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
た
め
下
期
の
出
炭
は
二
、
九
二
九
万
噸
に
上
つ
た
。
こ
れ
は
一
五
年
度
下
期
の
三
、
○
○
○
万
噸
余
に
は
及

ば
な
か
つ
た
が
、
一
六
、
一
七
両
年
度
の
下
期
出
炭
を
凌
駕
し
た
。
結
局
一
八
年
度
の
年
間
内
地
出
炭
五
、
五
五
四
万
噸
は
一
五
年
度
に
は
及
ば

な
か
つ
た
が
、
一
六
年
度
乏
殆
ど
同
量
に
漕
ぎ
つ
け
一
七
年
度
よ
り
二
二
六
万
噸
増
を
と
げ
た
。
当
初
の
生
産
力
拡
充
計
画
目
標
の
五
、
五
〇
〇

　
　
　
　
　
（
8
）

万
噸
も
突
破
し
た
」
。

　
と
こ
ろ
で
昭
和
十
八
〔
一
九
四
三
〕
年
度
の
出
炭
計
画
が
当
局
の
強
権
的
な
方
針
で
確
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
次
の
経
緯
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
三
菱
九
州
各
磧
、
業
所
に
お
け
る
十
八
年
度
下
期
の
出
炭
計
画
は
二
七
〇
万
七
千
噸
で
あ
つ
た
が
、
同
年
八
月
六
目
に
福
岡
鉱
山
監

督
局
か
ら
四
三
、
O
O
O
噸
増
の
要
請
が
あ
り
、
九
月
十
四
目
「
昭
和
十
八
年
度
下
期
緊
急
出
炭
確
保
二
関
ス
ル
協
議
会
」
で
更
に
七
五
、
○
○

○
噸
が
加
算
さ
れ
た
。
こ
の
件
で
筑
豊
膿
業
所
長
は
「
当
所
並
社
内
九
州
各
場
所
二
対
ス
ル
割
当
ハ
別
表
〔
省
略
〕
ノ
通
リ
彪
大
ナ
ル
数
量
二
有

　
　
　
戦
時
炭
蕨
労
働
事
情
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
五
　
　
（
＝
一
五
一
）



　
　
　
戦
時
炭
畷
労
働
事
情
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
六
　
　
（
一
二
五
二
）

之
当
所
ト
シ
テ
ハ
既
二
去
月
〔
八
月
〕
六
日
開
催
ノ
石
炭
統
制
会
福
岡
支
部
二
於
ケ
ル
十
八
年
度
下
期
増
産
第
一
次
打
合
会
二
於
テ
年
頭
事
業
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

画
〔
九
六
万
五
千
噸
－
三
菱
筑
豊
〕
ヨ
リ
六
、
○
○
○
醜
ノ
追
加
割
当
ヲ
強
要
セ
ラ
レ
居
ル
事
情
モ
ア
リ
此
上
ノ
追
加
割
当
ハ
各
炭
坑
実
情
ヨ
リ

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

見
テ
到
底
引
受
兼
致
ル
旨
説
明
致
候
モ
当
局
ヨ
リ
殆
ン
ド
半
命
令
的
二
強
要
セ
ラ
レ
如
何
ト
モ
難
為
二
付
当
方
ト
シ
テ
ハ
極
力
出
炭
確
保
二
最
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ヲ
尽
ス
コ
ト
ト
可
致
候
間
御
了
承
被
下
度
」
と
報
告
し
て
い
る
。
当
初
の
事
業
計
画
で
は
出
炭
目
標
を
越
え
て
お
り
、
第
一
次
要
請
（
八
月
六
日
）

分
で
九
九
・
三
％
の
達
成
率
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
も
第
二
次
要
請
分
が
九
六
・
七
％
（
表
ー
5
参
照
）
の
成
果
を
見
た
の
は
そ
こ
に
相
当
な
無
理
が

あ
つ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

　
「
石
炭
ノ
緊
急
増
産
及
明
年
度
二
対
ス
ル
特
別
増
産
ヲ
目
的
」
と
す
る
第
四
回
行
政
査
察
が
十
八
年
二
一
月
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
先
立
つ

て
行
わ
れ
た
会
談
で
、
三
菱
鉱
業
の
首
脳
は
次
の
よ
う
に
炭
磧
事
情
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
各
坑
何
レ
モ
種
々
自
然
ノ
制
約
ア
ル
ニ
加
フ
ル
ニ
労
力
資
材
ノ
不
足
ア
リ
、
本
年
〔
十
八
年
〕
度
下
期
ノ
資
材
割
当
著
シ
ク
遅
延
ノ
状
態
ノ
如
キ
ハ
遺
憾
ト

　
　
ス
ル
所
ナ
リ
、
業
者
ト
シ
テ
ハ
一
層
現
有
労
力
、
資
材
ノ
活
用
能
率
向
上
二
渾
身
ノ
努
力
ヲ
払
フ
ベ
キ
ハ
勿
論
ナ
ル
モ
、
之
ニ
ヨ
ル
増
産
大
ナ
ル
コ
ト
期
シ
難

　
　
シ
、
是
非
共
量
的
増
加
二
俣
タ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
即
チ
当
局
ノ
至
大
ノ
援
助
ナ
ク
シ
テ
ハ
増
産
不
可
能
ト
思
惟
ス
、
能
率
低
下
ノ
主
因
ハ
半
島
人
、
勤
報
隊
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
ノ
比
率
増
加
（
内
地
人
能
率
ヲ
一
〇
〇
ト
ス
レ
バ
半
島
七
〇
、
勤
報
四
五
ー
五
〇
程
度
デ
ア
ル
）
」
。

　
そ
の
後
十
九
年
度
に
入
る
や
石
炭
生
産
の
諸
条
件
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
減
産
の
テ
ン
ポ
を
速
め
て
い
く
。
同
年
は
生
産
計
画
目
標
六
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

○
○
万
噸
を
著
し
く
下
回
る
四
、
九
〇
〇
万
噸
に
と
ど
ま
つ
た
。
と
く
に
十
九
年
下
期
以
降
は
減
産
防
止
ど
こ
ろ
か
生
産
の
破
綻
を
き
た
し
て
い

く
〔
表
ー
5
、
図
1
2
参
照
〕
。

　
図
1
2
は
三
菱
方
城
に
お
け
る
石
炭
生
産
、
坑
夫
数
、
出
炭
能
率
の
推
移
表
で
あ
る
が
、
石
炭
増
産
を
支
え
て
き
た
の
は
多
数
の
未
熟
練
労
働

者
で
あ
つ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
〔
図
1
1
も
参
照
〕
。
一
人
当
り
一
月
出
炭
高
は
昭
和
十
年
の
二
三
．
四
噸
を
最
高
に
下
降
を
た
ど
り
、

殊
に
十
四
年
以
降
が
著
し
い
。
こ
の
年
は
勤
労
報
国
隊
、
朝
鮮
人
が
多
数
雇
傭
さ
れ
出
し
た
時
期
で
あ
り
、
も
と
も
と
炭
磯
に
不
向
き
な
層
で
あ

つ
た
。
磯
業
所
は
低
質
な
労
働
力
を
労
働
強
化
に
よ
つ
て
補
完
し
た
。
労
働
強
化
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
稼
働
率
の
高
維
持
の
要
請
と
、
死



傷
者
数
、
災
害
件
数
の
増
加
を
招
来
し
た
。
三
菱
方
城
の
場
合
、
坑
内
夫
の
稼
働
率
は
昭
和
十
五
年
度
で
八
四
・
六
％
、
十
八
年
度
に
は
八
六
・

三
％
へ
上
昇
、
十
九
年
度
で
も
八
四
・
四
％
を
維
待
し
て
い
る
。
死
傷
者
総
数
は
十
六
年
度
六
六
六
人
、
十
七
年
七
四
九
人
、
十
八
年
九
三
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

人
、
十
九
年
一
、
一
二
八
人
と
増
加
し
た
。

　
（
1
）
答
申
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
『
石
炭
〔
鉱
業
〕
聯
合
会
議
事
録
』
（
自
昭
和
十
二
年
一
月
至
昭
和
十
三
年
十
一
月
）
、
『
石
炭
時
報
』
（
第
一
二
巻
第
八
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
2
）
　
運
輸
省
鉄
道
総
局
総
務
局
『
石
炭
鉱
業
の
展
望
』
、
昭
和
二
十
二
年
、
一
四
六
－
七
頁
。

　
（
3
）
各
鉱
山
監
督
局
の
答
申
内
容
に
つ
い
て
は
、
『
日
満
支
石
炭
時
報
』
第
一
四
号
（
昭
和
十
六
年
六
月
）
、
同
第
一
五
号
（
昭
和
十
六
年
七
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
4
）
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
『
日
満
支
石
炭
時
報
』
第
一
七
号
（
昭
和
十
六
年
九
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
，
日
本
鉱
山
協
会
は
、
十
六
年
九
月
、
、
鉱
業
技
術
者
充
疋

　
　
に
関
す
る
建
議
書
と
方
策
を
提
出
し
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
同
上
誌
第
二
二
号
（
昭
和
十
七
年
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

三
菱
筑
豊
張
業
所
「
勝
俣
常
務
御
中
筑
豊
磧
業
所
二
於
ケ
ル
御
打
合
事
項
摘
要
』
、
昭
和
十
六
年
十
月
二
十
二
、
二
十
三
日
。

日
本
経
済
研
究
所
『
石
炭
国
家
統
制
史
』
、
昭
和
三
十
三
年
、
三
五
九
i
三
六
〇
頁
。

『
鉱
山
監
督
局
往
復
〔
書
類
〕
』
（
自
昭
和
十
七
年
五
月
至
昭
和
十
七
年
十
二
月
）
。

前
出
、
『
石
炭
国
家
統
制
史
』
、
三
六
四
頁
。

三
菱
鉱
業
株
式
会
社
飯
塚
畷
業
所
『
国
家
要
請
に
伴
ふ
強
行
出
炭
資
料
』
（
自
昭
和
十
七
年
至
昭
和
二
十
年
）
。

同
前
。

石
炭
生
産
の
重
点
が
原
料
用
炭
と
発
生
炉
用
炭
に
あ
つ
た
た
め
、
生
産
の
漸
減
傾
向
の
中
で
、
特
殊
用
炭
は
高
い
計
画
達
成
率
を
示
し
た
。

『
〔
三
菱
方
城
〕
山
史
』
昭
和
三
十
一
年
。

四
　
む

す

び

　
　
以
上
、
考
察
し
て
き
た
こ
と
を
整
理
し
む
す
び
に
代
え
た
い
。

O
昭
和
十
三
2
九
三
八
〕
年
以
降
、
戦
時
労
務
統
制
が
強
化
さ
れ
て
い
く
に
従
い
、
炭
磯
独
自
の
募
集
制
度
は
次
第
に
崩
壊
せ
ざ
る
を
え
な
か

つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
公
的
機
関
は
旧
来
の
制
度
に
代
替
で
き
る
能
力
を
も
ち
え
ず
、
少
な
く
と
も
太
平
洋
戦
争
頃
ま
で
旧
来
の
方
法
を
中
心

に
坑
夫
を
充
足
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
。

　
　
　
戦
時
炭
磯
労
働
事
情
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
七
　
　
　
（
二
一
五
三
）



　
　
　
戦
時
炭
磯
労
働
事
情
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
八
　
　
（
二
一
五
四
）

　
⇔
坑
夫
の
主
た
る
供
給
源
で
あ
る
農
村
地
域
は
戦
時
を
迎
え
す
で
に
人
口
減
少
を
来
し
、
従
来
の
よ
う
な
供
給
数
を
期
待
し
え
ず
、
や
む
な
く
朝

鮮
人
、
勤
労
報
国
隊
へ
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
だ
が
、
勤
労
報
国
隊
は
短
期
日
の
奉
仕
隊
で
臨
時
夫
的
な
役
割
で
し
か
な
か
つ
た
。
そ
れ

で
も
か
れ
ら
を
雇
傭
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
と
こ
ろ
に
炭
磧
の
苦
悩
が
あ
つ
た
。
朝
鮮
人
は
応
召
坑
夫
に
代
つ
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

十
四
年
秋
を
境
に
か
れ
ら
の
労
働
力
の
質
は
異
な
つ
て
い
た
。
戦
争
末
期
に
は
更
に
工
場
転
換
者
、
勤
労
学
徒
、
挺
身
隊
、
中
国
人
、
俘
虜
、
囚
人

等
々
が
雑
多
に
加
わ
つ
た
。
こ
う
い
つ
た
人
々
が
炭
磯
労
働
に
不
向
き
で
あ
る
こ
と
を
承
知
で
企
業
は
雇
傭
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
。
な
お
、
本

稿
で
は
触
れ
な
か
つ
た
が
、
応
召
等
に
よ
る
技
術
者
、
職
員
の
不
足
も
坑
夫
と
同
じ
く
深
刻
な
問
題
で
あ
つ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

　
⇔
石
炭
生
産
量
は
昭
和
十
五
年
度
を
ピ
ー
ク
に
以
後
減
産
に
向
う
が
、
そ
れ
で
も
十
八
年
度
迄
は
生
産
目
標
に
近
い
達
成
率
を
示
し
た
。

　
十
九
年
度
に
至
り
石
炭
の
生
産
活
動
は
破
綻
を
き
た
し
、
こ
の
時
点
で
の
炭
磧
労
働
力
の
極
度
な
疲
弊
、
資
材
の
絶
対
的
不
足
、
流
通
機
構
の

混
乱
は
最
早
い
か
ん
と
も
し
難
か
つ
た
。
十
六
年
一
月
以
降
、
連
続
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
増
産
運
動
も
次
第
に
形
骸
化
し
、
精
神
運
動
の
み
が

鼓
舞
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
日
本
石
炭
産
業
は
、
敗
戦
後
の
復
興
過
程
と
り
わ
け
傾
斜
生
産
時
期
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
苦
渋
か
ら
逃
れ
え
な
か
つ
た
。

　
（
1
）
　
三
菱
筑
豊
磯
業
所
は
、
方
城
炭
磯
の
採
炭
に
付
、
福
岡
刑
務
所
と
委
託
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
契
約
期
間
は
、
昭
和
二
十
年
七
月
二
十
四
日
～
同
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

　
　
迄
で
、
採
炭
作
業
人
員
は
三
〇
〇
人
～
五
〇
〇
人
で
あ
つ
た
。
（
〔
方
城
炭
磧
〕
勤
労
課
『
方
城
作
業
場
契
約
書
綴
』
）
。

　
（
2
）
　
た
と
え
ば
、
坑
夫
募
集
に
つ
い
て
は
再
び
敗
戦
直
後
の
混
乱
期
か
ら
狂
奔
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
。
明
治
鉱
業
平
山
鉱
業
所
『
通
信
綴
』
に
は
当
時
の
状
況
が
詳
細
に
報

　
　
告
さ
れ
て
い
る
。

付
記

記
述
す
る
に
当
り
聯
合
会
、
三
井
三
池
炭
磧
関
係
は
三
井
鉱
山
株
式
会
社
所
蔵
、
三
菱
筑
豊
磯
業
所
、
同
飯
塚
磯
業
所
関
係
は
三
菱
鉱
業
セ
メ
ソ
ト
株
式

会
社
所
蔵
、
明
治
鉱
業
平
山
鉱
業
所
関
係
は
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
の
史
料
を
使
用
し
た
。
閲
覧
す
る
に
当
り
、
右
の
機
関
な
ら
び
に
三
井

文
庫
に
大
変
お
世
話
に
な
つ
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。



表一1　聯合会加盟炭磧坑夫募集状況の推移表（九州地方）

　　項目

年
　
月

当　　月　　就　　職　　者　　数 当　月　離　職　者　数
当月末

坑夫数

雇
入
率

解
雇
率

当　月　採　用　者　数 長期不就業
者中当月中
二復業’セル

者

合　計
当月解

雇者数

当月中二
長期不就
業トナリ
タル者

合　計募集従事者
ニヨル者

紹介所又ハ
指導所ニヨ
ル者

其他国内ニ
テ募集ノ者

朝鮮人 小　計

昭和

15年1月

　人
835
（175）

　人
754
（571）

　　人
6，689’

（4，081）

　　　人

　607
（　98）

　　　人

8，885
（4，925）

　　　人

　260
（176）

　　　人

9，145
（5，101）

　　　人
8，446

（5，213）

　　　人

　533
（326）

　　　人

8，979
（5，539）

　　　人
111，658
（67，162）

　　　％
　8．19

（7．60）

　　　％
　8．04

（8．25）

15年2月
851
（107）

673
（434）

6，498

（3，949）
　839
（319）

8，866

（4，809）
　324
（228）

9，190
（5，037）

8，287

（5，002）
　737
（455）

9，024
（5，457）

112，003
（66，687）

　8．21

（7，55）

　8．（〉6

（8．18）

15年3月
858
（103）
　630
（314）

6，773
（3，960）
　709
（257）

8，970
（4，634）
　328
（221）

9，298
（4，855）

9，001

（5，541）
　343
（208）

9，344
（5，749）

112，024
（65，860）

　8．30

（7。37）

　8．34

（8．73）

15年4月
754
（87）
　548
（382）

6，014
（3，741）

2，625
（1，808）

9，941

（6，018）
　595
（357）

10，536

（6，375）

8，870
（5，640）
　182
（119）

9，052
（5，759）

112，591
（66，476）

　9．36

（9．60）

　8。04

（8．66）

15年5月
767
（72）
　185
（　96）

5，102
（3，207）

　　64
（　50）

6，118

（3，425）
　632
（446）

6，750
（3，871）

7，843

　　430 　433
（283）

8，276
（4，975）

110，314
（65，372）

　6．12

（5．92）

　7．50

（7．61）4，692

　　312、

15年6月
723
（115）
　198
（　78）

5，240

（3，405）
　266
（　177）

6，427

（3，775）
　303
（186）

6，730
（3，961）

7，444

（4，659）
　232
（　174）

7，676
（4，833）

113，657
（68，032）

　5．92

（5，82）

　6．75

（7。10）

15年7月
1，037
（204）
　517
（279）

5，832

（3，691）

1，460

（967）

8，846

（5，141）
　384
（292）

9，230
（5，433）

8，006

　　　489
114，892

　　　9987
　8．03

（7．88）

　6．97

（6．60）（4。547）

　　　1343）
（68，918

　　　157（〕91

15年8月
1，163
（155）
　782
（478）

6，688
（4，119）

2，053

（1，483）

10，686

（6，235）
　444
（319）

11，130

（6，554）

9，381

　　　924
116，641

　　　U　H6
　9．54

（9，14）

　8．04

（8．41）（5，857）

　　　《689〕
〔69，615

　　　16503）

15年9月
944
（151）
　704
（392）

6，680
（4，220）
　721
（615）

9，049

（5，378）
　366
（246）

9，415
（5，624）

9，171

　　　971
116，晒

　　　108α3 　8．05

（8．07）

　7．85

（7．99）（5，5661

　　　17181
（69。673

　　　164｛n）

15年10月
789
（95）
　345
（　81）

6，510
（3，975）
　211
（　32）

7，855
（4，183）
　551
（344）

8，406
（4，527）

1！．006

　　　蜘
118，413

　　　10732 　7．10

（6．68）

　9．29

（9．49）〔6．429）

　　　16571
〔67，771

　　　15775）

15年11月
673
（93〉
　733
（397）

6，245

（3，590）
　472
（274）

8，123
（4，354）
　507
（351）

8，630
（4，705）

8，418

　　　674
1’22，91n

　　　104ワ5 　7。02

（6。58）

　6，85

（7。06）（5，0441

　　　1388》
（71．4721

　　　1566D

15年12月
556
（100）

2，153
（1，539）

5，476
（3，215）

3，454
（2，556）

11，659

（7，410）
　591
（426）

12，250

（7，836）

7，1τ1

　　　馴9
127。9紺

　　　133勧 　9．57

（10。40）

　5．60

（5．32）（4，009）

　　　｛3261
（75，2㎎

　　　178qD

16年1月
589
（73）

2，908
（1，807）

5，773
（3，515）

1，580
（1，184）

10，850

（6，579）
　483
（321）

11，333

（6，900）

9，643
　　　→46

130，131

　　　139硯 　8，70

（9。00）

　7．41

（7。33）（5，62ω

　　　16161
176．5鴎

　　　845ql

16年2月
462
（82）

8，402
（5，682）

5，311
（3，133）
　862
（669）

5，037
（9，566）．
　518
（351）

15，555

（9，917）

9，020

　　　855
136，065

　　　13815 11．43
（12．25）

　6．63

（6．84）（5，5411

　　　15321
（80，901

　　　18654）

16年3月
390
（26）

2，098
（1，355）

5，653
（3，181）

1，141

（465）

9，282
（5，027）
　511
（　343）

9，793
（5，370）

13，193

　　　776
132，668

　　　14287 　7．38

（6．99）

　9．94

（10．87）（8、467｝

　　　1519）
177，864

　　　（8α301

16年4月
388
（22）
　948
（421）

7，289

（3，251）

1，746

（1，277）

10，371

（4，971）
　362
（196）

10，733

（5，167）

13，357

　　　1．343
129，977

　　　14613 　8．26

（6．89）

10．28
（10．63）（7，972）

　　　18711
（74，992）

　　　190361

16年5月
472
（24）
　632
（224）

5，287

（3，083）
　925
（584）

7，316

（3，915）
　260
（168）

7，576
（4，083）

8，993
　　　1．繭

i28．5ω

　　　14563 　5．89

（5．53）

　7．00

（7．10）（5，2401

　　　17541
173．8：35）

　　　18946）

16年6月
397
（94）
　607
（229）

4，207

（2，382）

1，159

（877）

6，370

（3，582）
　207
（136）

6，577

（3，718）

8，359

　　1268
126，778

　　　144綿 　5．19

（5．14）

　6．59

（7．20）（5，2061

　　　19ワ4

（72．347

　　　189’剃

16年7月

126，270
　　　14，067
（72，116）

　　　（8，6401

16年8月
422
（12）

7，116
（4，039）

5，358
（2，825）

1，419

（918）

14，315

（7，794）
　421
（255）

14，736

（8，049）

11，217

　　　1，6縄
129，7圏

　　　1381ゆ 11．35

（11．00）

　8．64

（9。65）17．0581

　　d303）
〔73，Llワ

　　　182聞1

16年9月

122，861

　　　13，649
（68，3671

　　　（8。134

16年10月
266

（一）

1，320

（444）

3，980

（2，351）
　578
（339）

6，144

（3，134）
　334
（221）

6，478
（3，555）

10，229

　　　1，178
119，110

　　　131M9
　5．44

（5．41）

　8．59

（9．07）（5，9α3

　　　18721
（65。759

　　　17601）

備　考）　（1）『石炭聯合会理事会報告』（自昭和十六年一月至昭和十七年一月）、『石炭聯合会理事会決議録』（昭和十五年）所収の「石炭鉱業聯合会加盟炭破

　　　　　　労働者募渠状況報告」を加工，昭和16年7月、同年9月は当該報告を欠いているため当月末坑夫数のみを表示した，

　　　　　（2）各月の上段の数字は聯合会加盟炭破九州関係（筑豊、肥後、推薦）の通計．（　）内の数字は筑豊、各斜線の下段の数字は朝鮮人坑夫数である．

表一2　職種別坑夫雇入人員表（明治平山第五坑）

　　項目

年月

一　　　　　　　　　般 短　　　期 朝　　　鮮　　　人
合
計採炭

夫
掘進
夫
坑内
撞取
支柱
夫
仕繰
夫
発破
夫
坑内
大工
坑内
雑夫
坑外
掠取
坑外
雑夫
坑外
大工
小計
採炭
夫
掘進
夫
仕繰
夫
坑外
雑夫
小計
採炭
夫
掘進
夫
支椋
夫
支繰
夫
坑内
大工
坑外
雑夫
小計

昭和
16年1月 8

人
8

人
8

16年2月 1 1 1 1 4 4
16年3月 5 5 14 14 19

16年4月 12 3 15 16 16 31

16年5月 5 5 5
16年6月 8 8 Z〈2〉 2（2〉 10

16年7月 2 5 2 9 8 8 10 10 27

16年8月 6 3 1 1 11 13 13 4 4 28
16年9月 1 1 1 1 4 4
16年10月 1 1 2 2
16年11月 1 1 1 3 3
16年12月 2 3 5 5
小計 51 17 2 4 1 2 2 79 35 35 32〈2〉 32〈2〉 146

17年1月 2 2 13 13 10 10 25

17年2月 1 1 2 4 4 2 6 10

17年3丹 2 2 6 6 15 15 23

17年4月 3 1 1 1 6 6
17年5月 1 1 18 18 19

17年6月 3 6 9 18 18 27

17年7月 1 1 1
17年8月 2 1 3 31 31 10 10 44

17年9月 1 1 2 2
17年10月 1 2（2） 3（2） 3（2）

17年11月 1 1 6 6 16 16 23

17年12月 6 6 6
小計 6 6 1 1 2 1 1 3 2（2） 23（2） 63 、14 77 62 26 1 89 189（2）

18年1月 2（2） 2（2） 17 17 15 15 34（2》

18年2月 5 4 9 9
18年3月 1 1 1 4 5 6
18年4月 1 1 8 8 21 21 30

18年5月 1〈1〉 1く1＞ 1
18年6月 1 1 6 6 20 1く1〉 1 22〈1＞ 29

18年7月 1 1 1 3 3
18年8月 1 1 1（1） 3（1） 7 3 10 14 14 27（1）

18年9月 1 1 15 15 3〈3＞ 3〈3〉 19

18年10月 1（1） 1（1） 2 2 3（1）

18年11月 1 1 14 6 20 15〈2〉 15〈2〉 36

18年12月

小計 2 1 2 3（1） 5（3） 1 14（4） 49 27 9 85 28（4〉 68〈2〉 1く1〉 1 98〈7〉 197（4）

19年1月 1 1 16 16 17

19年2月 2 1 3 5 5 9 9 17
19年3月 1 1 20 7 27 28

19年4月 3 3 5 5 1 1 9
19年5月 8 8 8
19年6月 13 13 1〈1〉 10 11く1〉 24

19年7月 12 12 2 11 13 25

19年8月 1 1 14 14 15

19年9月 5 5 33 9 1 16 （樺太転換者36）
59 64

19年10月 1（1） 1（1） 1 1 1 2 3 5（1）

19年11月 8 12 2 　　　22（工場転換者） 1 3 4 1 1 27
19年12月 1 1（1》 2（1） 19 19 4 1 5 7 17 38（1）

小計 13 12 5 2 2（2） 34（2） 21 74 15 129 42〈1〉 42 6 17 7 114 277（2）

20年1月

20年2月 5 5 5
20年3月 1（1） 3（2） 4（3） 2 11 1 5 19 23（3）

20年4月 3（3） 1（1） 1（1） 5（5） 5（5）

20年5月 1 1 2 4 11 15 17

20年6月 2 5 1 1（1） 　　　91‘工場鉱換者8）
9（1）

小計 5（3） 6（1） 5（3） 1 3（2） 20（9） 2 15 1 21 39 59（9）

備　考） （D　平山鉱業所第五坑『労務員移動簿』（自昭和十六年一月至昭和二十年十二月）より作成．

（2）一般とは邦人長期労働者、短期とは、徴用、勤労報国隊、学徒動員、応援隊等臨時労働者を指す．

（3）（　）内の数字は女子坑夫（但し邦人のみ）、〈　＞内は逃亡後の復帰者数である．



表一3　事由別坑夫解雇者数（明治鉱業平山第五坑）

　　　項目

年月

・一　　　　　　　　般 短　　　　　期 朝　　　鮮　　　人
合
計帰郷 疾病

他坑
転出
応召
徴用
逃亡
長　期
不就業
転　職
その他

雇員
昇格
小計
帰郷
期間完了） 逃亡

応召
徴用
他坑
転出
小計 逃亡

帰国
（期間満了）

他坑
転出
疾病 小計

昭和16年1月 1 2 1 4人 4人

16年2月 1 1 1 3 3
16年3月 1 4 5 3 3 8
16年4月 1 1〈1＞ 1 4 1 1 9〈1〉 11 11 2 2 22
16年5月 3 2く1＞ 4 9〈1〉 1 1 10
16年6月 4 3 2 1 10 6 6 16
16年7月 3 1 1 1 2 5 13 13

16年8月 3 1 1 5 8 1 9 7 7 21
16年9月 3 1 1 3 8 12 12 2 2 22
16年10月 7 1 2 10 10

16年11月 1 1 1
16年12月 3 1 1 1 6 2 2 8
小計 28 10〈2〉 1 2 19 7 13 3 83〈2＞ 34 1 35 19 1 20 138

17年1月 5 4 2 11 4 1 5 16

17年2月 1 1 1 3 1 1 6 6 10
17年3月 3 1 4 8 6 2 1 9 6 6 23
17年4月 1 1〈1〉 1 1 4く1〉 10 10 4 4 18
17年5月 1 1 4 4 5
17年6月 1 1 1 1 8 1 9 11

17年7月 1 1 3 5 8 8 2 2 15
17年8月 1 1 8 8 9
17年9月 26 26 3 3 29
17年10月 1 1 1 2 3 1 9 5 5 1 1 15
17年11月 1 1 3 5 1 2 3 8
17年12月 5 5 6 6 11
小計 12 5〈1＞ 3 6 13 6 3 48〈1〉 62 6 2 70 49 2 1 52 170
18年1月 1 3 4 6 6 10

18年2月 1 3， 1 5 2 2 7
18年3月 1 1 5 一1 6 3 3 10
18年4月 1 3 4 19 19 2 3 1 6 29
18年5月 1 1 1
18年6月 1（1） 1（1） 8 8 11 1 12 21（1）

18年7月 1 1 1（1） 3（1） 3 3 6（1）

18年8月 6 6 5 5 11

18年9月 1 1 2 2 2 2〈1〉 6く1〉 8
18年10月 1 1 2 25 25 6 6 33
18年11月 1 1 1 1 5 5 7
18年12月 1 2（1） 3（1） 19 19 2 2 24（1》

小計 3 1 1 4 12（2） 1 2（1） 3 27（3） 88 2 90 41 5 1 3〈1〉 50〈1〉 167（3）

19年1月 1 2 3 4 1 5 8
19年2月 1く1〉 1 2〈1〉 1 1 3
19年3月 1 1 16 16 2 1く1〉 3〈1〉 20

19年4月 1 2 2 5 1 1 4 1 5 11

19年5月 4 4 30 1 31 5 13 18 53

19年6月 2 2 5 5 10 10 17

19年7月 1 1 2 8 1 9 2 2 13
19年8月 12 12 12

19年9月 4 4 2 5 1 8 7 1 8 20
19年10月 1 1 2 6 2 1 9 11

19年11月 1 1 6 6 6 1く1＞ 7〈1〉 14

19年12月 1く1〉 2 3〈1〉 12 12 23 1 24 39

小計 1 2〈2＞ 8 9 5 2 27〈2＞ 91 1 7 3 102 47 25 18 2く1〉 92〈2＞ 221

20年1月 1 2 1 3（1） 7（1） 4 4 5 1 6 17（1》

20年2月 5 5 5
20年3月 3 3 18 18 6 6 27
20年4月

20年5月 13 13 7 7 20
20年6月 7（2） 1 8（2） 18 1 19 4 4 31（2）

小計 8（2） 3 4 3（1） 18（3） 53 1 54 23 4 1 28 100（3）

備考） （1）

（2）

（3）

表一2と同じ史料にて作成．

（　）内の数字は女子坑夫、但し邦人のみ、〈　＞内は死亡者数である．

朝鮮人帰国者には、一時帰国が若干名ふくまれる．
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11，000
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3，000

2，000

1，000人

勤
労
報
国
隊
朝
鮮
人
日
一
　
　
｝
本
人

図一1　三菱飯塚積業所（飯塚，上山田，鎗田）在籍坑夫調査表
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讐欝 昭和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19年
13年　　　14　　　　15　　　　16　　　　17　　　　18　　　　4月　　　　5　　　　　6

　　　　　　　　　　　　　　　20年
7　　　　　　　8　　　　　　　9　　　　　　　10　　　　　　11　　　　　　12　　　　　　　1　月　　　　　2

出　　典，）　　　『〔三菱〕飯均瓠廣業所概を兄』



（第二章，注7）昭和14年8月分労務者募集状況報告
前期末現在貝数　　　　　　　　17，246名

前月末二於ケル充足所要員数　　1，800名

当月末現在員数　　　　　　　　17，522名

炭破名
募集出願年月日 募集許可

又ハ不許
可年月日

募集着手

年月日

募集許可区域，並二許可期間 募集予定貝数 採　用　者　数
当月中
解雇者数年月日 府県名 許　可　区　域 期間 自　至

募集従事者

ニヨルモノ

紹　介　所

ニヨルモノ

募集従事者

ニヨルモノ

紹　介　所

ニヨルモノ

其　他
応募者

三池
炭破

14．4．19福岡県
14．6．2

　許可

13．7．1旧取
締令ニヨル
許可ニヨリ
　霞銃　ζセ1

福岡市、久留米市、朝倉郡、浮
羽郡、八女郡、三潴郡、山門郡
早良郡、糸島郡、宗像郡

6ケ月
14．5．22
14．12．1

6ケ月
　240人

3ヶ月60人 86人 2人

13．8．29佐賀県
13．11．29

　許可
〃 県　　下　　一　　円 1ケ年

13．11．29

14．11．28
1ケ年
　100人

〃　20人 24人

13．8．29長崎県
14．2．25

　許可
”

長崎市、佐世保市、西彼杵郡、北

高来郡、南高来郡、東彼杵郡、南

松浦郡、壱岐
6ケ月
14．2．25
14．8．24
6ケ月
　50人

〃　20人 39人

13．8．29熊本県
14．2．25

　許可
〃 県　　下　　一　　円 1ケ年

14．2．25
15．2．24
1ケ年
　480人

〃　60人 70人 1人

13．8．29
鹿　児

島　県
14．5．29

　許可
〃 県　　下　　一　　円 1ケ年

14．6．1

15．5．31
1ケ年
　690人

〃　50人 71人

14．5．29宮崎県
14，6．29

　許可
〃

西諸県郡、北諸県郡、南那珂郡
宮崎市、東旧杵郡、児湯郡、宮

崎郡、東諸県郡、都城市
1ケ年
14．7．1

15．6．30
1ケ年
　480人

〃　50人 21人

13．8．29大分県
14，2．23

　許可
〃

大分郡、大野郡、下毛郡、宇佐
郡、速見郡、東国東郡、日田郡
直入郡

1ケ年
14．2．23

15．2．22
1ケ年
　110人

〃　50人 31人 1人

14．4．25 山口県
14．5．29

　許可
〃

下関市、萩市、徳山市、豊浦郡
阿武郡、吉敷郡、大津郡、熊毛
郡、者附農郡、玖珂郡、f左享皮郡

6ケ月
14．5．29
14．11．28

6ケ月
　130人

〃　20人 37人

13．8．29鳥取県
14．2．6

　許可
〃 県　　下　　一　　円 6ケ月

14．2．6

14．8．5

毎月

　26人
〃　20人 17人

13．8．29岡山県
13．12．23

　許可
〃 県　　下　　一　　円 1ケ年

13．12．23

14．12．22
1ケ年
　228人

〃　20人 66人

14．5．29徳島県
14．6．21

　許可
〃 県　　下　　一　　円 6ケ月

14．6．21
14．12．20

6ケ月
　150人

〃　50人 19人

14．4．17高知県
14．5．13

　許可
〃 県　　下　　一　　円 6ケ月

14．5．25
14．11．24

6ケ月
　240人

〃　40人 8人

13．8．29愛媛県
14．3．29

　許可
〃

北宇和郡、南宇和郡、束宇和郡
西宇和郡、温泉郡、越智郡、毒
多郡、伊予郡、上浮穴郡

6ケ月
14．3．29
14．9．28
6ケ月
　140人

〃　20人 20人

14．6．30 島根県 14．7．29

　許可
〃

松江市、八束郡、仁田郡、大原
郡、飯石郡、簸川郡、邑智郡、那

賀郡、美濃郡、廉足郡、能義郡
安濃郡、遍摩郡、隠岐

1ケ年
14．8．1

15．7．31
1ケ年
　300人

〃　20人 25入

14．5．13 広ll、～県
14．7．1

　許可
〃

比婆郡、佐伯郡、安佐郡、賀茂
郡、安芸郡、山県郡、双三郡、御

調郡、豊田郡、世羅郡、芦品郡
深安郡、沼隈郡

6ケ月
14．7．1

14．12．31

6ケ月
　245人

〃　30人 52人 4人

13，8．29香川県
14．1．16

　許可
〃
大川郡、木田郡、高松市、三豊
郡、小豆郡、香川郡 1ケ年

14．1．16

15．1．15
1ケ年
　360人

〃　40人 27人

14。2．9 兵庫県
14．6．1

　許可
〃 神戸市、姫路市、飾磨郡 1ケ年

14．6．1

15．5．31
1ケ年
　30人

〃　50人 0

14，6．10大阪府 不許可
大阪府下一円
但大阪市中ノ北区ヲ除タ 1ケ年 1ケ年

　600人

計 許可県17県　不許可県1県　合計18県 457人 207人 613人 8人 469人 814人

出　典）　〔石炭〔鉱業〕聯合会定例報告』（自昭和十四年八月至昭和十五年）．

表一4　石炭増産対策・運動一覧

名　　　称 期日・期間 対策・運動目的

全国石炭増産強調期間 昭和16．1．1～16．3．31 15年度6，000万トン達成のため、特に労務問題に力を置く．

全国炭破生産力拡充強調期問 16．8．1～16．9．30
原料用炭、瓦斯発生炉用炭の重点的生産に力点を置き、冬
期最需要期の生産力拡充準備を兼ねる．

戦時非常石炭増産期間 16．12，15～17．3．31
16年度下期における石炭増産に全能力を総動員し、石炭供
給力の飛躍的増産を図る．

選炭強化期間 17．6．1～17．7．31
選炭の可及的強化を図り、優良炭の確保に努め、戦時下輸
送力の増強に資し、併せて品位改善の巨久化を計る．

挙国石炭確保運動 17。10．3～18．3．31
月毎に増産目標を定め、其の確保を期すると共に18年度以
降の出炭計画の樹立に重点を置く．

弱小炭破の整理統合
18．4．2

（商工省発表、9．1炭蕨統合実施要綱決定）

統合完結後の生産高10万トン以上を単位とし、出炭計画の
合理化、経営の刷新、保安の強化を企図す．

昭和十八年度挙国石炭確保運動
18．6．1～18．9．30

18．10．1～19．3。31

採炭、選炭、輸送の強化と共に配給消費の部面における節
約、有効利用．

行政査察使の派遣
第2回行政査察（18．6．25訓令）

第4回行政査察（18．12．6訓令）

第2回は藤原銀次郎を北海道及東北へ派遣、第4回は鈴木
真一を九州地方へ派遣．

価格報奨制度 昭和18．8．31（18．4．1遡及実施）
計画生産を遂行すべき緊急物資の生産者で特に優秀なもの
への特別報奨制。

石炭減産防止運動 18年夏期

熱管理強化運動 18．12，15～19．3。31
石炭消費量の一割節約、粗悪炭利用等の徹底と熱管理の査
察、技術指導．

挙国石炭増産運動 19．4。1～19．9．30 昭和18年度に同じ，

軍需会祉法の適用 19．4．25（第1回指定） 戦力増強の国家要請に応える使命を負わす．

臨時石炭勤労対策 19。6．18 厚生省内に本部設置、頻発する労務間題の解決を図る．

樺太、釧路における炭破勤労者、資材等の転換 19．8。11（閣議決定）
南樺太、釧路炭鉱の一時休止、該労務、資材を九州、常磐
へ転換．

工場勤労者配置転換 19．8．28（次官会議決定）
工場勤労者の大董配置転換を本格的に実施、炭破労務の充
足に当てる．

朝鮮人労務者徴用制 19．9． 従来の官斡旋制に代って徴用制実施．

決戦必勝石炭増産運動 19．10．1～19．12．31
増産の隙路である労務、資材、食概、作業品、輸送力の確
保及勤労管理の徹底．

備　考）　運輸省鉄道総局総務局『石炭鉱業の展望』、昭和22年、145～153頁より作成．



表一5 昭和掲年度三菱各麟所別実績出炭表（九州関係分）

飯　　　　　　　塚 牌　　　　　　　　　　　　　　　幽
肌　　　　　　　　　　　　　　　兄 其　　　　　　　他

総計

破
　
　
別
月 飯塚 上山田 総田 計 新八 革安手

方　　　城
計 勝田 崎戸 高島 言十

『
し 別 本坑 金田 計

18／ 48，920 40，050 59，600 148，570 43，800 31，100 19，400 50，500 94，300 26，500 98，300 59，500 184，300 427，170

5 50，380 44，250 58，290 152，920 44，500 32，000 20，100 52，100 96，600 27，000 99，500 72，000 198，500 448，020
日召

6 50，100 41，500 56，000 147，600 44，100 28，100 19，100 47，200 91，300 25，500 97，500 64，500 187，500 426，400

7 50，100 42，300 50，600 143，000 40，100 27，600 18，400 46，000 86，100 26，000 96，600 62，500 185，100 414，200
禾ロ

8 45，100 37，300 50，020 132，420 33，500 30，500 18，000 48，500 82，000 25，000 88，200 56，000 169，200 383，620

9 46，500 39，800 50，090 186，890 33，150 28，000 19，700 47，700 80，850 26，500 89，900 55，500 171，900 889，140

期言 291．0100 245，200 324，600 860，900 239，150 177，300 114，700 292，000 531，150 156，500 570，000 370，000 1，096，500 2，488，550

十
八
10 47，100 41，000 51，310 139，410 30，600 26，500 19，200 45，700 76，300 20，000 100，000 62，000 190，000 405，710

11 46，100 42，000 53，390 141，490 33，000 28，000 17，000 45，000 78，000 27，500 103，000 56，000 186，500 405，990

12 54，050 49，400 58，600 162，050 38，100 32，500 19，800 52，300 90，400 28，700 118，100 63，000 209，800 462，250

19／1 57，050 53，300 62，300 172，650 42，750 33，100 21，200 54，800 97，050 26，400 110，000 61，000 197，400 467，100

2 60，100 46，500 64，600 171，200 48，100 34，500 20，600 55，100 103，200 27，400 122，900 62，000 212，300 486，700

度 3 51，000 50，000 72，400 173，400 52，350 35，200 24，100 59，800 111，650 27，600 135，500 56，000 219，100 504，150

下期言
（335，000）

315，400

（280，000）

282，200

（360，000）

3552，600

（975，000

　960，200

（300，000）

244，900 189，800 121，900

（345，000）

311，700

（645，000）

556，600

（165，QOO）

155，000

（635，000）

689，500

（405，000）

360，000

（1，205，000）

1，215，100

（2，825，000）

2，731，900

合言十 606，500 527，400 687，200 1，821，100 484，050 367，100 236，600 603，700 1，087，750 322，100 1，259，500 730，000 2，311，600 5，220，450

4 40，500 43，000 65，100 148，600 46，900 30，000 19，100 48，100 95，000 25，300 109，000 58，000 192，800 435，900

5 41，500 41，500 59，500 142，500 43，300 2，000 32，500 18，000 50，500 95，800 25，600 112，500 52，000 190，100 428，400
日召

6 39，100 32，500 51，400 123，000 39，000 5，010 25，100 14，100 39，200 83，210 24，000 100，100 53，000 177，100 383，’310

7 35，200 34，700 52，800 122，700 38，000 5，500 22，000 12，000 34，000 77，500 24，000 89，000 42，000 155，000 355，200

和 8 37，600 30，200 47，000 114，800 35，000 5，400 22，000 10，500 32，500 72，700 24，000 90，700 38，000 152，700 340，400

9 38，100 28，000 52，000 118，100 32，300 5，500 23，100 10，900 34，000 71，800 25，100 91，000 39，000 155，100 345，000

十
九

期1
（280，000）

232，000

（255，000）

209，900

（350，000）

327，600

（885，000）

769，700

（265，000）

234，500

（38，000）

23，410 153，700 84，600

（330，000）

238，300

（633，000

496，210

（170，000）

148，000

（620，000）

592，300

（390，000）

282，000

（1，180，000）

1，022，300

（2，698，000

2，288，210

10 41，000 80，000 56，000 127，000 38，000 6，000 29，700 14，000 43，700 87，700 26，800 88，000 44，000 158，300 373，000

11 42，800 31，700 55，900 129，900 37，000 5，800 31，000 12，500 43，500 86，300 26，400 85，000 47，000 158，400 374，600

12 46，100 33，000 57，200 136，300 38，200 5，800 32，000 13，000 45，000 87，000 27，000 95，500 55，000 177，500 402，800

度

20／1 46，300 30，500 55，100 131，900 36，500 6，000 31，300 13，700 45，000 87，500 26，000 73，500 48，000 147，500 366，900

2 40，100 27，200 47，100 114，400 32，200 5，200 24，200 13，200 37，400 74，800 23，000 63，000 47，000 133，000 322，200

3
期言 （303，000） （252，000） （359，000） （914，000） （256，000） （39，000） （290，000） （585，000 （163，000） （646，000） （324，000） （1，133，000） （2，632，000）

合言十 （583，000） （507，000） （709，000） （1，799，000 （521，000） （77，000） （620，000） （1，218，000 （333，000） （1，266，000） （714，000） （2，313，000） （5，330，000）

備　考）　（1）三菱飯塚破業所『概況』よ『）加工．　　（2》鞍手炭坑は19年5月21日買収．　　（3）（　）内の数字は出炭目標、

図一2　石炭生産，坑夫数，出炭能率推移表（三菱方城炭坑）
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（1）三菱筑豊破業所『破業概況説明書』より作成．

（2》斜線の部分は坑内夫数．

（3）1人当出炭高は全坑夫の月当である．
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